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 令和６年度庁議報告事項 

 第９回庁議（２０２４年８月２７日） まちづくり推進部 中野駅周辺まちづくり課 

 

【件名】中野三丁目土地区画整理事業の進捗状況及び換地処分について 

【要旨】 

中野三丁目土地区画整理事業の進捗状況及び換地処分について今後の予定を

報告する。 

 

１ 拠点施設の進捗状況について 

平成２７年３月に区とＵＲ都市機構（以下「ＵＲ」と言う。）は中野三丁目

地区の整備に関する事業実施協定を締結し、同年４月に旧桃丘小学校の土地を

ＵＲに売却した。その後、ＵＲは旧桃丘小学校の土地を活用し、拠点施設の整

備に関する検討を行ってきた。 

この度、ＵＲから拠点施設に関わる基本計画（案）（別紙）の提示があった

ので報告する。 

 

２ 公共駐輪場について 

⑴ 設置場所について 

これまで区は、公共駐輪場について拠点施設内での整備を前提に検討して

きた。事業の進捗に伴い、地区内権利者の土地取得先が想定と異なったため、

拠点施設外の設置も可能となった。 

公共駐輪場を拠点施設外に設置した方が、区民サービス及び施設管理につ

いても拠点施設内に比べ効果的であることから、拠点施設外に設置する。 

 

 

⑵ 拠点施設内外の比較について 
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前提条件：駐輪台数 500 台（内訳 平置き 50 台、2段ラック 450 台） 

 拠点施設内 拠点施設外※ 利点の説明 

動線交錯 ▲拠点施設利用者

歩行者 

〇歩行者 拠点施設利用者

との動線交錯が

なくなる 

設置階 ▲地下１階 〇地上 1階、屋上 利用勝手が良い 

所有 

形態 

敷地 ▲共有 〇単独所有 他権利者への調

整が不要 

 建物 ▲区分所有 〇単独所有 同上 

転用 ×駐輪場以外不可 〇可能 選択肢が増える 

財産処分 ×駐輪場取得希望

者に限定 

〇可能 同上 

概算 

費用 

土地 〇約 4億円 

 

▲約 6億円 

 

 

(参考) 整備 ×約 6億円 

 

〇約 3億円 

 

 

 ※建築基準法に基づく用途許可が必要 

 

３ 今後の予定 

年 月 拠点施設 公共駐輪場 

令和 ６年 ９月 

令和 ６年中 

令和 ７年 

令和 ８年 

令和 ８年以降 

 

基本計画確定 

実施設計 

 

工事着工予定 

整備・運営方法検討 

 

 

開設予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 換地処分について 
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⑴ 経緯について 

・当該事業の主たる目的である西口広場整備のために、地権者には移転等の

協力をして頂いている。（協力地権者１８名／地区内地権者１９名） 

・移転地権者とは、平成２９年より補償契約を締結し、中断移転の協力を得

ている。なお、事業期間が延びていることもあり長期間（最長６年）の中

断移転となっている。 

※中断移転 

  仮換地が使用できない状態で従前の土地の建物等を撤去し、従前の土

地と仮換地の両方が使用できない期間（＝中断）を経て、仮換地先が使

用可能となった時点で建物を建築する移転 

・協力地権者の仮換地は、令和５年度までに全て使用収益を開始済み（ＵＲ

を除く。）。現在、地権者による土地活用、戻り入居等が進んでおり、協力

地権者からは、令和７年度末換地処分（その後の区画整理登記）を強く求

められている。 

⑵ 課題について 

・土地区画整理法上、全員の仮換地指定及び原則道路等工事完了をもって、

換地処分が可能となる。未同意者１件の同意・移転が行われないことによ

り、換地処分を行うことができない。 

・換地処分が行われないことにより、土地所有権登記がなされない。 

・協力地権者は、換地処分及び区画整理登記がされていない状況について、

非常に不満、不安、余計な労力が必要であるとの声が上がっている。 

⑶ 対応策について 

・換地処分ができるように、全員の仮換地指定が完了している地区を工区設

定する。 

・仮換地指定が完了していない地区については、事業の必要性等について、

引き続き未同意地権者に交渉を続け理解を求めていく。 

⑷ 今後の予定について 

令和７年５月 事業計画変更の申請（工区設定） 

令和７年９月 事業計画変更の認可 

令和８年３月 換地処分（先行地区） 

令和 10 年度  換地処分（後続地区）、事業完了 

※未同意地権者から早期に同意が得られれば換地処分も予定より早く行う。 

※未同意地権者の同意が得られなければ、直接施行の検討も行う。 

 


